
緑丘会札幌支部有志＆女子部会主催 クリスマス会 報告書 

 

  H7卒 寺井 貫生 

 

１．開催日 平成２５年１２月７日（土）１２：００～１４：３０ 

 

２．場所  TKPガーデンシティ札幌きょうさいサロン（札幌市中央区北 4条西 1丁目） 

 

３．出席者（卒年、敬称略）５０家族６８名（奥さん１人、お子さん１７人） 

S23  小 林 清 昭      

S45  上 田 一 敏   

S49  小 山 高 史          

S54  福 井 芙美子（幹事）    

S55  成 松 郁 子（幹事）     

S55  白 根 洋 子           

S57  福 井 郁 子（幹事）         

S57  吉 田 幸 弘  

S58  平 田 尚 美（幹事）   

S59  西 岡   修    

S59  越 前 元 博（２次会から参加）  

S59  菊 川   泰（２次会から参加）  

S62  小 西 一 郎（幹事）（お子さんと参加）   

S62  帰 山 利 文       

H 2   谷 口 晶 彦（お子さんと参加）        

H 3  飛 谷 正 人（２次会から参加）    

H 4  若 林 友 美   

H 5  八十島   忍（幹事）   

H 5  菅 原   淳   

H 5  住 出 尊 史  

H 6  村 上 由 江  

H 6  三 宅 英 彦（サンタ）   

H 6  櫻 井 美 和    

H 7  寺 井 貫 生（幹事）   

H 7  林   麻由子（お子さんと参加）   

H 7  歌 原 邦 芳（幹事）   

H 7  土 合 啓 明（お子さんと参加）    

H 8  吉 成 元 宏  

H 9   吉 田   愛（幹事）   

H10   安 田 径 央   

H11   河 崎 智 之（お子さんと参加）    

H11   八 條 真紀子   

H11   鈴 木   均（お子さんと参加）   

H12   百 田 希 望（幹事、司会）  

H12   石 田 絵 美  



H13   菊 地 圭 児   

H16   栗 城 和 也  

H15   田 中 未 来（お子さんと参加）   

H15   大 門 あすか   

H15   長谷川 千 尋（お子さんと参加）   

H15   森   亮 佑（奥さんとお子さんと参加）   

H16   狩 野 雅 子（お子さんと参加） 

H16   南 雲 香 澄   

H16   横 山 千 波（お子さんと参加）   

H17   澤 野 尚 美   

H18   須 川 正 啓（２次会から参加）  

H18   渡 辺 知誉子  

H22  星 加 真 唯   

H22   小 川 恭 平  

H22   高 橋 一 人  

H24   出 雲 未 希（幹事）   

H24   片 山 大 輔  

H25   向 平 駿 介  

H25   神 野 七生子（２次会から参加）  

H25   杉 山 晴 香（２次会から参加）   

H25   柳 屋 伸 介   

 

４．開催趣旨 

 今年は８月に「暑気払い会」、９月にＢＢＱ収穫祭と有志によるイベントを開催しまし

たが、年の最後を飾るイベントとして、女子部会のみなさんと有志メンバーのコラボレ

ーションによるクリスマス会を企画しました。 

 

５．内容 

（１）あの人がサプライズ登場！ 

今日は一足早いクリスマス。大人も子どももみんなわくわくするお祭りの日です。会

場の「TKPガーデンシティ札幌きょうさいサロン」には、17人の子どもを含む 68人の

人が集まってくれました。 

  会場にはツリーが飾られ、クリスマスムード一色です。参加者の皆さんも席に着き、

テーブルにはおいしそうなごちそうが並べられ、準備 OK。でも、何かが足りないよう

な・・・ 

  その時です。リンリンリン・・・遠くから鈴の音が聞こえてきました。最初に気が

ついたのは、司会の H12年卒 百田希望さん。「誰が来たと思う？」子どもたちに呼び

かけます。誰だろう？もしかして・・・ 

 「メリークリスマス！」ドアが開いて、現れたのはサンタクロース！大きな袋にプレ

ゼントをいっぱい詰め込んで、やって来てくれました。 

  突然のサンタさんの登場に、子どもたちもびっくり！最初は恥ずかしがっていまし

たが、お父さん、お母さんに促され、プレゼントを受け取るとたちまち満面の笑顔に

変わりました。子どもたちには内緒だけど、サンタクロースの正体は H6年卒 三宅英

彦さん。子どもたちのため、衣装持参で自らサンタさん役を買って出てくれました。



温かい心でイベントを盛り上げてくださった三宅さんに幹事一同深く感謝しておりま

す。ありがとうございました。 

 

    サンタからのプレゼント        小山副支部長の乾杯挨拶 

 

（２）開会～歓談 

  サンタさんも登場し、一気にクリスマスモードに突入したところで、S49年卒 小山

高史札幌支部副支部長のご発声で乾杯し、いよいよ開会。しばし歓談に入りました。 

  テーブルを囲み、最初は遠慮がちに、でもお酒を注ぎ合ったり、ちょっと言葉を交

わしたりしているうちにすぐに打ち解け、歓談の輪が広がります。子どもたちの無邪

気な姿も、参加者を一層リラックスさせてくれます。おいしいお酒とお料理で、お腹

は満腹、心も満足。 

  と、これだけでも十分楽しいけど、今回は福井副支部長率いる女子部会の企画によ

るイベントです。女性の視点から、皆さんにもっと楽しんでいただくための細やかな

仕掛けがあちこちにちりばめられています。 

  まず、みんなに楽しんでもらうためには自分たちが楽しまなくちゃ、というわけで

福井副支部長の指令で、男性幹事はサンタ帽、女性幹事はトナカイ角のカチューシャ

を着用することにしました。違和感あるかなあと思いましたが、結構みんな似合って

いましたね、多分（笑）。 

  クリスマスの主役である子どもたちに楽しんでもらう仕掛けも考えました。会場の

一角にキッズコーナーを設け、「トムとジェリー」の DVDを見たり、絵本を読んだりで

きるようにしました。子どもたちも喜んでくれたようで、みんなご機嫌でお行儀よく

遊んでいました。 

  もちろん、これで終わりではありません。会場の雰囲気も一段落してきたところで、

とっておきの企画が始まります。本日のメインイベント第 1弾「おたるクイズ」のは

じまり、はじまり～。 

 

（３）「おたるクイズ」 

  ここから進行は、百田さんから S55年卒 成松郁子さんに交代。クイズについての

説明がありました。それによると、小樽には「おたる案内人検定」というご当地検定

があり、女子部会でも 4人の方が受検し合格されたそうですが、学生時代を過ごした

まちなので、何でも知っているかと思っていたら意外に知らないことが多かったそう

で、今回この機会に同窓生の皆さんにも、小樽について知ってもらおうということで

このクイズを企画したとのことです。 

  それでは、問題スタート。学生時代を過ごした小樽のこと、知らないはずがない！

と皆さん意気込んで挑戦したのですが・・・ 



Q:「地獄坂の看板に書いてある勾配の％は？」 

  Q:「小樽高等商業学校の建設に当たり、私有地を提供した小樽の実業家は？」 

  Q:「旭展望台に建っている石碑に刻まれている小林多喜二の小説の書き出し文は？」 

  ・・・etc   

  かなりの難問・奇問に皆さん悪戦苦闘。正解が発表されるたびに、歓声と苦笑交じ

りの溜息が交錯します。1問、また 1問と重ねるごとに勝ち残りの数が減っていきま

すが、中には早々と脱落したお父さん、お母さんに代わり見事勝ち残っていく子ど

もたちの姿も。最終的には 12名が勝ち残り、北海道ワインさんのスパーリングワイ

ン、あまとうさんのクッキーをゲット。さらに、その景品のうち４つには、サプラ

イズプレゼントとして来年 2月の新年交礼会の会券が入っています。当たった方来

年２月 11日お待ちしています！ 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

            おたるクイズ         クイズに答える皆さん 

 

（４）小林清昭さんご挨拶 

   本日の参加者最年長の S23年卒 小林清昭さんから、参加者を代表してご挨拶をい 

ただきました。「自分は、現役生活で 8回職場が変わっているが、それぞれの職場で

人のつながりに支えられ仕事を全うすることができた。大切なのは人のつながりであ

る。 

今日ご参加の皆さんも、緑丘のつながりを大切にしてほしい。自分は母校を誇りに

思っている。」とのお言葉をいただきました。そのお言葉のとおり、お孫さんの H16

年卒狩野雅子さんが時代を超えて緑丘の輪を繋いでいらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        小林先輩の挨拶            司会の百田さん 

 

（５）本日のメインイベント第 2弾 プレゼント交換 

   子どもたちには、サンタさんが来てくれたけど、大人だってプレゼントが欲しい

よ～！というわけで、みんな輪になってプレゼントの大交換会。「きよしこの夜」の

曲に合わせて、隣の人にプレゼントをぐるぐる回していきます。この選曲は、3拍子



なのでリズムよくプレゼントを回せるという福井副支部長の深謀遠慮によるものだ

ったのですが、何とあちこちでプレゼントが大渋滞。それでも気を取り直して何と

か回し続け、曲が終わったところで手に持っていたのが自分のプレゼントというル

ール通り、無事全員がプレゼントを手にすることができました。よかった～、自分

の出したやつじゃなくて。 

 

 

 

 

 

 

 

  

キッズコーナー        プレゼント交換      閉会挨拶 

 

（６）閉会挨拶、若人逍遥の歌 

   小林さんのお言葉のとおり、我が緑丘会にとって一番大切なものは、人のつなが

りです。そのつながりを確かめるため欠かせない儀式が「若人逍遥の歌」です。 

   第 74代応援団副団長でもある H5年卒 八十島忍さんが「年末で皆、忙しいのか

暑気払いや BBQ収穫祭の常連の欠席が相次ぎ、100代就任予定の現役も急遽欠席で、

広い会場を予約したので焦ってフェイスブックで友達申請を繰り返したら２週間の

申請禁止のペナルティを喰らった。しかし、その後、新たに参加してくれた方が 15

人以上加わり、確実に同窓で集まる楽しさを共有できる輪が広がっていると感じた」

という挨拶とエールに引き続き、全員が肩を組み 1番を歌った後、フレフレ緑丘会、

フレフレ商大のエールが切られました。 

 

（７）解散 

   １４：３０すべての日程を終え、2次会に行く人、家路につく人それぞれの道に分

かれ、解散しました。参加してくださった皆様、本当にありがとうございました。

次は、２月１１日の新年交礼会でお会いしましょう。 

 

                最後の集合写真 

 

 



 

（８）２次会 

   １６：００から、すみれホテルにて行いました。小林先輩も引き続き参加してく

れ、また、クリスマス会でのクイズ大会の賞品の中に、２月１１日の新年交礼会の

招待券が入っていて喜ぶ方や２次会から参加の方もおり、余韻に浸りました。 

  商大のＯＢである、すみれホテルの舟橋社長が、休日にも関わらず、ご挨拶にもい

らしてくれました。 

最後は、クリスマス会で司会の大役を務めた百田さんの挨拶で終わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２次会の挨拶をする吉田先輩          宴もたけなわ２次会にて 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２次会の閉会挨拶の百田さん   ３次会          ４次会 

 

（９）３次会以降 

   ３次会は、クリスマス会にもご参加いただいた帰山先輩のお店の怪物ランドへお

邪魔し、４次会はつぼ八へ。全員が解散したのは２４時近くで、１２時間近くに及

ぶ楽しく長い１日が終わりました。 

                                    以上 


